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器

苦

い

ご

ろ

諸

昨

日

説

明

出

η告
書

室

よ

れ

れ

い

で

計

四

十

七

万

ι
耐

空

ー

…

忠

告

泌

す
が
望
ま
れ
ま
す
。
町
民
税
と
た
ま
と
す
る
も
の
で
す
o

県
補
助
金
七
十
甘

O
役
員
千
四
百
八
十
四
万
円
、

O
教
育
費
千
三
百
一
一
十
九
万
円

O
保

健

衛

生

質

主

百

二

十

七

言

徴

税

費

百

二

十

七

万

円

、

定

納

税

…

」

同

盟

ほ

l
ピ
i

(

稿
離
脱
臥
哨

T
消
費
税
は
同
額
で
寸
が
同
消
費
十
万
円
で
衛
生
関
係
に
六
十
七
万
円
、
全
体
の
五
分
の
一
を
し
め
て
い
ま
す
経
常
費
が
八
重
十
七
万
円
で
七
割
皇
室
の
予
算
で
予
防
接
種
、
伝
組
合
の
育
成
に
使
わ
れ
ま
す

o
E
竺

J
M

寸
l
J
X
;成
田
地
区
長

¥
川
一
山
川
町
内
の
た
ば
こ
小
売
庖
で
売
っ
た
蜘
そ
の
ほ
か
農
業
な
ど
の
補
助
が
あ
り
内
容
は
人
件
費
千
百
十
七
万
円
で
七
を
し
め
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
七
染
病
チ
防
、
鼠
族
駆
除
等
毎
年
計
上
報
品
質
十
人
万
円
、
各
種
負
担
金
三
十
竺

b

t

J

j

h

山
川
稲
荷
神
社
域
内

守
額
の
ま
の
九
が
町
え
は
い
と
け
ま
す
。
割
五
分
を
し
め
、
つ
い
で
負
担
金
百
十
九
万
円
、
小
中
七
学
校
費
者
八
し
て
い
る
も
の
と
、
新
規
事
業
は
結
万
円
、
簡
易
水
道
翼
線

2

3

d

J

u

e

k

h

;成
回
地
区
〈
桝

Tcで
あ
り
ま
す
。
県
交
付
金
十
八
万
円
計
上
し
ま
し
た
四
十
四
万
円
、
需
用
費
九
十
人
万
円
十
六
万
円
、
会
民
館
、
社
会
教
育
、
核
予
防
言
説
明
、
患
の
霊
な
万
円
な
ど
が
計
上
し
て
十
工
コ

L
h
m
…
胸
躍
際
活
V

円

f
o
r地
方
交
付
税
千
八
百
五
十
万
円
，

O
寄
附
金
三
百
人
十
一
芳
円
、
庁
舎
修
繕
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
o

膏

年

学

級

町

民

体

育

祭

な

ど

ど

し

て

ど

が

あ

り

ま

す

も

;

{

手

山

内

ふ

I
ト
r、
山
も
五
月
一
一
十
日
か

一
一
け

J

土
佐
林
市
川
川
一
江
川
河
川
り
川
市
定
清
一
一
首
河
口
プ
刀
、
川
一
一
一
。
官
崎
山
対
市
ず
は
ほ
ほ
一
汗
一
守

l
f
-
T
j
沼

津

品

鴻

は

汗

一

一

汁

一

切

円

・

1
l
l
u
-
w
i
i
い

1

4

ら
六
月
十
日
ま
で

:

E

!

1

i

、
つ
i
J
E
E
1
1
1
1
1
1
i
i
i
t
E
i

川
、
し

ぽ
i
l
;
l
f
dい
い
ド

.d>.. 
Z盤;;:
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大

近
年
児
童
生
徒
が
急
激
に
増
え
、
当
-

町
の
各
校
共
教
室
の
不
足
を
き
た
し
て
一
海

い
ま
す
o

町
や
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
一
入

年
校
舎
の
増
改
築
を
実
施
し
て
き
ま
し
一

P

一
た
。
今
年
も
鶴
小
、
大
賞
小
、
夏
一
階

一
、

p

小
の
三
校
で
そ
れ
ぞ
れ

一

1

1

一
説
室
の
増
築
が
必
要

一
-
、
?
切
と
な
り
ま
し
た
。
学
校

一
、
那
珂
郡
東
海
村
円
日
本
最
初
の
里
淵
仰
を
及
び
こ
れ
を
牧
容
す
る
建
物
一
ま
せ
生
命
大
工
場
で
も
実
現
す
れ
ば
一

a
E
A
R

の
管
魁
や
運
留
の
国
一
は

一
子
炉
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

L
二、

c
p
I
5
型
原
子
炉
基
礎
工
事
(
一
当
然
多
く
の
人
を
必
要
と
し
ま
す
o

こ

一

熱

完

ど

五

隠

し

、

慎

重

に

一た
Q

こ
の
こ
と
は
連
日
新
聞
や
夕
刊
ν
土

C
P
I
5
型
は
、
海
制
ウ
ラ
ニ
、
ウ
ム
一
れ
ら
の
人
法
の
住
宅
地
と
し
て
当
大
洗
一
円
J

h
同
審
議
を
し
て
、
校
舎
乞

白
↑
に
大
々
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
全
国
的
一
と
重
水
を
使
っ
た
照
平
炉
μ

一
町
が
大
き
く
浮
び
上
っ
て
来
ま
し
た
。
一

M
M日
開
制
建
て
る
場
所
を
さ
め
た

s
一
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
o
原
子
爆
監
一
戸
一
、
ア
シ
・
デ
・

5
っ
静
電
超
電
機
語
装
工
さ
れ
た
、
那
珂
湊
市
と
当
且
究
開
の
で
す
が
、
一
向
校
舎

2

ア
私
達
日
本
人
に
と
っ
て
、
恐
怖
の
宣
告
電
粒
子
加
速
度
警
の
一
種
こ
と
な
ぐ
海
門
橋
が
完
成
さ
れ
た
堕
に
一
之
閣

Z
?整

地
す
る
た

月
一
名
詞
の
よ
う
な
原
子
力
が
、
平
副
柑

γ

産
業
四
、
一
事
務
所
、
研
究
室
の
二
む
ね
、
倉
一
は
一
層
そ
の
司
自
主
:
強
く
な
っ
て
主

3
短
め
、
多
哉
の
土
が
必
製

5

一
に
最
高
度
に
利
用
さ
れ
よ
ろ
と
は
思
い
'
摩
ヱ
喜
一
む
ね
そ
一
ま
ず
そ
れ
と
国
叶
内
れ
を
聞
は
式
枇
一
に
削
れ
と
な
り
ま
し
た
o
建
築

竿
一
よ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
ろ
o

一
そ
の
あ
と
国
産
原
子
炉
、
ホ
ッ
ト
、
ラ
一
紀
の
大
施
設
営
一
見
学
し
よ
う
と
押
し
宣
告
品
コ
の
た
め
の
予
算
は
、
町

村
一
言
四
月
十
九
日
に
、
正
力
原
子
力
一
ポ
ラ
ト
ワ
1

ハ
放
射
性
の
め
い
物
質
上
せ
る
人
も
相
当
に
の
ぼ
る
で
し
ょ
う
。
一
技
立
の
財
政
難
の
折
柄
、

3
一
委
員
長
一
行
が
現
地
を
訪
れ
、
当
旦
扱
主
験
室
〉
化
学
処
理
主
還
を
一
つ
い
で
に
天
下
の
名
所
大
洗
の
景
観
上
桜
地
自
で
あ
;
す
の

和
一
も
立
寄
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
地
元
東
き
よ
れ
ば
、
放
射
性
撃
を
利
用
主
一
と
訪
れ
る
人
も
激
増
す
る
で
し
ょ
う
よ
争
整
父
兄
の
方
言
宮

司
一
海
村
は
勿
論
、
県
当
局
で
も
全
面
的
な
ガ
Y
の
治
療
病
椀
ゃ
、
品
種
改
良
の
た
一
私
逮
は
、
ー
一
日
も
早
く
こ
の
大
事
業
一
刊
一

l

d

A
と
い
ろ
い
わ
相
談

mm協
力
態
勢
を
固
め
、
こ
の
悶
家
的
大
事
一
め
の
実
験
箆
場
、
廓
子
力
訓
練
学
が
実
現
さ
れ
あ
こ
と
を
祈
念
す
る
と
同
一

J

ー
ペ
御
協
力
と
御
援

業
の
達
成
に
奔
走
し
て
い
ま
す
o
き
け
原
子
力
発
電
を
利
用
し
で
の
大
工
時
に
皆
さ
ん
と
共
に
大
洗
町
の
発
援
を
一
?
を
お
願
い
け
い
ま
し
た

ば
六
月
一
日
に
原
子
力
研
究
所
が
発
足
で
契
現
し
、
東
海
村
は
名
実
共
に
期
待
し
、
一
層
の
密
起
を
切
願
し
て
止
(
こ
ろ
、
皆
棟
方
審
U

ん
で
協
力
を
し
て

し
六
月
な
か
ば
建
築
に
か
h
り
、
窒
良
一
階
一
の
原
子
力
セ
シ
タ
ー
と
し
て
み
ま
せ
ん
。

i
l
r
w一
十
回
さ
る
こ
と
に
な
り
寸
大
貫
小
学
校
丹

工
事
で
来
年
三
月
ま
で
に
大
体
つ
ぎ
の
ま
乞
い
躍
進
を
す
る
わ
け
で
「
。

7
※

《

l

札

~

P

T

A

の
方
1々
1
7

日
は
じ
め
、
普

上
ろ
な
施
設
を
完
成
す
る
そ
う
で
す
こ
し
か
し
こ
ろ
し
た
偉
大
な

}

L

J

七
O
人
以
上

コ
ヴ
オ
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
原
子
炉
ハ
務
↑

石

川

郡

何

時

間

約

説

副

農

業

議

員

会

一

段

品

陣

取

す

四

十

訪

問

時

間

前

い

守

口

語

版

住

民

託

料

品

枯

れ

な

ぐ

実

施

一

部

川

町

民

十

一

バ

伊

達

一

開

催

守

れ

る

一

…

需

拡

時

五

百

持

制

約

刊

誌

駐

日

な

れ

れ

れ

ー

ー

で

あ

り

、

を

誌

で

草

山

臨

時

一
位
戸
い
よ
国
本
年
度
ょ
う
や
-
去
る
四
月
十
四
日
芳
四
間
農
業
委
員
一
意
見
を
つ
け
る
こ
と
〉
十
一
件
。
一
て
は
こ
れ
が
指
導
を
強
力
に
推
進
す
自
分
が
生
み
た
い
と
き
に
自
分
の
生
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

O

¥

一

し

ょ

汗

十

膿

4
1施
す
る
こ
一
地
が
開
催
さ
れ
蓄
決
定
さ
れ
た
事
件
一
入
、
農
地
法
第
二
十
条
の
規
定
に

i
る
こ
と
に
な
り
ま
し

k
o
Z
Z
活
に
悲
し
た
だ
け
の
赤
ち
ゃ
ん
を
尚
経
済
上
お
困
り
の
方
に
は
こ
か
に
要

弘

明

日

間

抽

出

泣

け

端

部

一

面

静

止

九

…

山

一

山

崎

れ

わ

れ

引

一

一

漏

出

間

一

一

一

一

…

一

諮

問

抽

出

品

一

時

一

山

一

一

一

一

正

し

い

受

胎

調

節

を

一

一

日

山

田

一

一

期

一

一

距

同
信
託
川
批
判
崎
市
均
値
一
予
話
時
間
口
町
一
泊
中
川
け
一

h
u
u品
一
抑
制
抗
日
明
間
一
四
十
搬
設
け
臨
時
J
開

抗

告

制

一

九

日

出

口

一

一

ur一

れ

計

一

一

軒

詰

刊

日

時

計

灯

時

計

十

日

場

前

日

開

酢

盟

絡

下

さ

い

o

席
し
て
向
橋
敷
地
で
盛
大
に
起
工
式
が
で
立
の
海
岸
線
白
通
?
、
;
一
い
た
の
で
品
業
画
さ
れ
て
お
り
一
可
〉
一
一
件
一
る
賀
市
込
に
釣
よ
る
進
芸
員
一
定
娠
中
堅
露
五
相
当
数
行
で
も
あ
る
の
で
、
一
石
一
一
一
烏
と
い
え
大
洗
町
鶴
浜
町
二
丁
目

挙
行
さ
れ
ま
し
こ
o

一
り
那
珂
泌
市
と
の
物
資
交
流
は
も
と
一
あ
り
ま
す
農
諜
こ
の
ト
ッ
プ
エ
一
五
、
農
地
法
芳
三
条
の
規
定
に
よ
る
所
一
定
(
現
在
幾
警
守
の
良
型
買
は
れ
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
物
語
つ
ま
す
U

ま
た
一
回
わ
が
国
で
近
時
最

2

助

産

婦

檎

山

ひ

て

皆
さ
ん
が
御
「
の
と
お
り
、
日
向
瓦
り
一
併
の
室
、
文
化
、
語
、
話
、
一
が
い
ろ
い
罷
産
事
と
し
て
寅
施
一

Z
E許
可
申
請
に
対
す
る
重
一
受
け
る
申
込
に
対
し
委
員
会
の
意
見
一
て
お
り
ま
す
o
ま
た
腕
娠
中
絶
最
も
重
要
視
さ
れ
で
い
る
人
口
問
題
、
大
洗
町
鴎
浜
町
永
町

は
天
下
の
景
勝
地
大
洗
町
と
引
?
と
員
一
叫
ん
護

2二

一

ろ

自

習

さ

れ

る

わ

け

で

一

想

閥

均

開

諸

問

皇

、

駐

在

四

耕

一

め

て

簡

単

語

そ

い

る

傾

向

が

あ

食

簡

単

吉

解

決

す

る

こ

と

に

も

、

助

産

婦

猿

瀬

ゆ

き

間
一
一
一
一
目
白
一
山

Hut-諮
問
耕
一
…
紘
一
曜
日
強
引
一
基
勲
一
一
抽
出
忠
一
一

た
O

そ
の
後
の
交
通
は
小
型
の
波
一

f
v機麟
繍

Jjv一
何

卒

道

路

敷

地

と

な

る

土

地

の

所

査

る

こ

と

一

一

一

{

一

条

の

噌

J
山

市

抽

選

申

請

こ

こ

の

道

路

日

山

よ

:

一

:

一

九

J141ぷ
喜

一

、

参

加

賞

授

三

六

、

入

O
O円

日

告

は

訪

日

付

一

同

部

融

機

額

一

日

抽

出

目

旧

日

円

出

田

市

出

昨

日

目

円

一

月

一

日

担

当

日

出

町

一

川

口

KMM一

組

問

用

上

下

位

主

主

主

品

川

以

麟

闘

機

叫

一

寸

料

配

配

釦

岸

一

の

け

L一
語

非

同

阿

川

抑

止

れ

わ

目

立

五

日

目

ι幸

三

五

「

崎

支

出

差

引

在

日

0
0
円

出
世
間
半
制
収
一
一

l

水
域
測
量
は
じ
ま
る
l

一一一の明日目立日間一一一九一波数松一

一

日

…

協

同

昨

日

刊

誌

む

持

一

水

告

訴

監

堅

持

二

時

比

一

民

主

即

時

住

民

事

液

麟

略

勝

一

す

0

5

L

な
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
与
近
く
畳
灘
沿
岸
の
水
域
を
測
量
す
る
こ
と
に
」
測
量
船
い
さ
ご

I

・
ノ
ロ
な
お
こ
の
こ
と
は
、
主
で
あ
り
ま
す
Q

1

一

町

民

の

皆

さ

ん

の

一

新
海
一
門
橋
の
構
滋
は
憾
九
五
0
と

さ

れ

る

東

海

村

の

原

子

力

セ

ン

タ

ー

施

一

り

ま

し

た

。

一

観

測

紛

第

四

海

洋

丸

?

，

十

一

設

の

た

め

の

議

礎

的

な

塑

金

一

現

在

ゆ

出

来

高

(

四

月

末

日

)

は

串

一

一

1
ト
ル
延
長
田
一
四
メ
ー
ト
ル
で
、
並
設
な
ど
と

P
重

要
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